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全ての人々が互いの違いを認め、尊重し、
助け合うことのできる共生社会の実現に向けて… …………………… 2〜 3

越前かにまつり「越前がに朝市2023」



全
て
の
人
々
が
互
い
の
違
い
を
認
め
、
尊
重
し
、

助
け
合
う
こ
と
の
で
き
る
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

「人権の花」運動

「人権特設相談所」の開設

　町内の保育（こども）園児を
対象に、協力して花を育てるこ
とで、命の大切さや相手を思
いやる優しい心を育むことを目
的として実施しています。

　毎年６月１日と１２月１日に人権擁護委員による人権に関する相談を
行っています。困りごとや心配ごとがあったら、お気軽にご相談ください。
相談は無料で、秘密は厳守されますので、ご安心ください。

　人権教室は、いじめなどについて
考える機会を作ることで、子どもたち
が友達を思いやる心や命の大切さに
気づくことを目的として実施していま
す。小学校の低学年生を対象に、「人
権かるたとり」や「絵本の読み聞かせ」
などを行っています。

問
合
せ
先　
住
民
環
境
課　
☎
３
４‒

８
７
０
８

丹生地区人権擁護委員の活動を紹介します

刑を終えて出所した人やその家族
　刑を終えて出所した人やその家族に対する偏見や
差別は根強く、就職や住居の確保は極めて厳しい状
況にあります。社会復帰のためには、本人の強い更
生意欲と併せて、周りの人々の理解と協力が必要です。

性的マイノリティ
　性的マイノリティ（性的少数者）であることを理
由とする偏見や差別により、苦しんでいる人々がい
ます。多様性が尊重され、全ての人が生き生きとし
た人生を送ることのできる共生社会の実現を目指す
取り組みが必要です。

同和（部落差別）問題
　部落の出身者であることを理由に結婚を
反対されたり、就職などで差別を受けたり
する事案が存在しています。部落差別（同
和問題）を解消することが必要です。

インターネットによる人権侵害
　インターネット上において、個人に対す
る誹謗中傷、名誉やプライバシーの侵害な
どが起きています。インターネットを正し
く使用し、人権侵害をなくすことが必要です。

主な人権課題

越前市会場（福井地方法務局武生支局・武生人権
擁護委員協議会主催）
日　時  12月3日（日）~9日（土）
場　所  市民プラザたけふ　3階
※同時開催イベント
12月3日（日）午前10時 ~ 午後4時
・人権啓発グッズの配布
・人権啓発紙芝居
・人権啓発絵本読み聞かせ

越前町会場（丹生地区人権擁護委員会主催）
日　時  12月5日（火）~10日（日）
場　所  生涯学習センター　エントラスホール

人権週間のイベントのお知らせ

私たちの社会には、
様々な人権問題が存在しています。
人権週間を機に、人権について
今一度考えてみませんか。

人KENまもる君 人KENあゆみちゃん

人権作文・ポスター作品展示
（２つの会場で実施）

人権図書コーナー設置

「
第
75
回
人
権
週
間
」  

12
月
4
日
～
10
日

　
昭
和
23
年
12
月
10
日
、
国
連
総
会
で
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採

択
さ
れ
、
そ
の
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
ま
し
た
。
日
本
で
も

そ
の
日
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
人

権
擁
護
活
動
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
今
も
な
お
、
い
じ
め
や
虐
待
、
性
被
害
な
ど

の
こ
ど
も
の
人
権
問
題
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
侵
害
、
障

害
の
あ
る
人
や
外
国
人
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
な
ど
に
対
す
る
不

当
な
差
別
や
偏
見
、
部
落
差
別
（
同
和
問
題
）、
ハ
ン
セ
ン
病
問

題
と
い
っ
た
多
様
な
人
権
問
題
が
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
国
連
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
が
掲
げ
る
「
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
」
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と

り
が
人
権
尊
重
の
重
要
性
を
正
し
く
認
識
し
、
他
人
の
人
権
に
も

十
分
配
慮
し
た
行
動
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」

12
月
10
日
～
16
日

　
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
つ
い
て
、
国

民
の
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
と
連
携

し
つ
つ
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
の
実
態

を
解
明
し
、
そ
の
抑
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
平

成
18
年
6
月
に
「
拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に

よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る
法
律
」
が

施
行
さ
れ
、
毎
年
12
月
10
日
か
ら
1
週
間
を
「
北
朝

鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

拉
致
問
題
は
、
日
本
の
喫
緊
の
国
民
的
問
題
で
あ

り
、
こ
れ
を
始
め
と
す
る
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権

侵
害
問
題
へ
の
対
処
が
、
国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
り

組
む
べ
き
課
題
で
あ
り
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
関

心
と
認
識
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

日　時  12月1日（金）~10日（日）
場　所  町立図書館および各分館

小学校での「人権教室」
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10
月
15
日
か
ら
、
愛
知
県
・
岐
阜
県
の
各
野

球
場
で
中
日
ス
ポ
ー
ツ
杯
第
18
回
日
本
少
年
野

球
中
日
本
秋
季
大
会
が
開
か
れ
、
中
学
生
の
部

に
は
、
総
勢
32
チ
ー
ム
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
町
内
在
住
の
山
下
力
輝
選
手
と

川
邉
斗
蒼
選
手
が
所
属
す
る
越
前
ボ
ー
イ
ズ
が

県
支
部
予
選
大
会
で
優
勝
し
、
福
井
県
代
表
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
越
前
ボ
ー
イ
ズ
は
、
激
戦
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

を
勝
ち
上
が
り
、
準
決
勝
で
は
今
大
会
優
勝

チ
ー
ム
の
愛
知
豊
橋
ボ
ー
イ
ズ
を
相
手
に
善
戦

し
、
惜
し
く
も
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
見

事
ベ
ス
ト
４
と
い
う
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

大
会
結
果

　
越
前
ボ
ー
イ
ズ　
ベ
ス
ト
4

中
日
ス
ポ
ー
ツ
杯
第
18
回
日
本
少
年
野
球
中
日
本
秋
季
大
会

（
中
学
生
の
部
）

▲左から川邉斗蒼選手、山下力輝選手▲左から山下竜輝選手、北瀬遥功選手

　

9
月
23
日
・
24
日
の
2
日
間
、
長
野
県
伊
那

市
営
球
技
場
で
第
36
回
北
信
越
小
学
生
男
子
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
町
内
在
住
の
北
瀬
遥
功
選
手
と

山
下
竜
輝
選
手
が
所
属
す
る
社
西
ヤ
ン
キ
ー
ス

が
県
大
会
を
経
て
出
場
し
ま
し
た
。
社
西
ヤ
ン

キ
ー
ス
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
勝
ち
上
が
り
、
決

勝
で
も
接
戦
な
が
ら
、
先
取
し
た
点
数
を
最
後

ま
で
守
り
抜
き
、見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

大
会
結
果

　
優　
勝　
社
西
ヤ
ン
キ
ー
ス

第
36
回
北
信
越
小
学
生
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
10
月
22
日
、
朝
日
体
育
館
で
第
19
回
越
前
町

卓
球
大
会
が
開
か
れ
、
県
内
28
チ
ー
ム
、
監
督・

選
手
１
４
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
男
女
と
も
、
若
い
世
代
か
ら
シ
ニ
ア
世
代
ま

で
幅
広
い
年
齢
の
選
手
た
ち
が
参
加
し
、
卓
球

台
の
上
で
白
熱
し
た
試
合
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

大
会
結
果

【
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル（
男
子 

年
齢
制
限
な
し
の
部
）】

　
第
3
位　
越
前
水
仙
ク
ラ
ブ

【
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

  （
男
子　
ペ
ア
年
齢
１
４
０
歳
以
上
の
部
）】

　
優　
勝　
陽
光
館
ク
ラ
ブ

　
準
優
勝　
越
前
水
仙
ク
ラ
ブ

第
19
回
越
前
町
卓
球
大
会

　
10
月
24
日
、
越
前
ア
ク
テ
ィ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
第
18
回
越
前
町
町
長
杯
ペ
タ
ン
ク
大
会
が
開

か
れ
、
町
内
21
チ
ー
ム
、
68
人
の
選
手
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
選
手
の
み
な
さ

ん
は
一
投
ご
と
に
変
わ
る
場
の
展
開
を
考
え
、

ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な
が
ら
、
大
会
に
挑
ん
で
い

ま
し
た
。

大
会
結
果

　
優　
勝　
か
れ
い
崎 （
越
前
地
区
）

　
準
優
勝　
三
床　
　

 （
朝
日
地
区
）

　
第
3
位　
上
戸
Ａ　

 （
織
田
地
区
）

第
18
回
越
前
町
町
長
杯
ペ
タ
ン
ク
大
会

▲大会に臨む選手たちの様子 ▲大会で入賞されたみなさん

　
10
月
21
日
、
県
立
ホ
ッ
ケ
ー
場
で
２
０
２
３ 

Ｅ
ｃ
ｈ
ｉ
ｚ
ｅ
ｎ 

Ｈ
ｏ
ｃ
ｋ
ｅ
ｙ 

Ｃ
ｕ
ｐ
が
開

か
れ
、
町
内
の
男
子
5
チ
ー
ム
、
女
子
3
チ
ー

ム
、
低
学
年
選
手
に
よ
る
交
流
戦
を
含
め
、
約

90
人
が
出
場
し
ま
し
た
。
男
子
は
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
戦
、
女
子
は
リ
ー
グ
戦
で
競
い
合
い
、
力
強

い
プ
レ
ー
で
大
会
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

大
会
結
果

男
子
の
部

　
優　
勝　
え
ち
ぜ
ん
ホ
ッ
ケ
ー

　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
準
優
勝　
朝
日
ホ
ッ
ケ
ー

　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

女
子
の
部

　
優　
勝　
朝
日
ホ
ッ
ケ
ー

　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
準
優
勝　
常
磐
・
糸
生
ホ
ッ
ケ
ー

　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

２
０
２
３　
Ｅ
ｃ
ｈ
ｉ
ｚ
ｅ
ｎ 

Ｈ
ｏ
ｃ
ｋ
ｅ
ｙ 

Ｃ
ｕ
ｐ

　
僕
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
力
を
合
わ
せ
た

こ
と
で
町
大
会
に
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
一
人
ひ
と
り
の
力
と

チ
ー
ム
力
を
高
め
て
次
の
大
会
も
勝
ち
た

い
と
思
い
ま
す
。

冨
田　
丞
之
佑
主
将
の
コ
メ
ン
ト（
男
子
）

　
今
回
の
大
会
で
優
勝
で
き
て
良
か
っ
た

で
す
。
2
試
合
と
も
課
題
の
残
る
内
容

だ
っ
た
の
で
し
っ
か
り
練
習
し
て
、
次
の

大
会
で
も
良
い
結
果
が
残
せ
る
よ
う
に
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

横
田　
美
羽
主
将
の
コ
メ
ン
ト
（
女
子
）

▲優勝したえちぜんホッケースポーツ少年団のみなさん▲優勝した朝日ホッケースポーツ少年団のみなさん

　

11
月
11
日
・
12
日
の
2
日
間
、
越
前
町
朝
日

総
合
運
動
場
と
県
立
ホ
ッ
ケ
ー
場
で
第
24
回
全

日
本
中
学
生
都
道
府
県
対
抗
11
人
制
ホ
ッ
ケ
ー

選
手
権
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
男

子
25
チ
ー
ム
、
女
子
20
チ
ー
ム
の
約
９
０
０

人
が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
福
井
県
女
子
チ
ー
ム
は
、
準
決
勝
で
栃
木
県

と
接
戦
に
な
る
も
、
Ｓ
Ｏ
戦
で
競
り
勝
ち
決
勝

に
進
出
し
ま
し
た
。
決
勝
で
は
、
富
山
県
と
の

白
熱
し
た
戦
い
と
な
り
ま
し
た
が
、
リ
ー
ド
を

最
後
ま
で
保
ち
、
大
会
2
連
覇
と
な
る
7
度
目

の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

大
会
成
績

　
優　
勝　
福
井
県
女
子
チ
ー
ム

第
24
回
全
日
本
中
学
生
都
道
府
県
対
抗

11
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

▲大会２連覇・７度目の優勝をした福井県女子チーム

▲杉本知事と近藤さん

　
越
前
焼
の
職
人
で
あ
る
近
藤
修
康
さ
ん
（
大

谷
）
が
県
か
ら
表
彰
さ
れ
、
杉
本
知
事
か
ら
表

彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
近
藤
さ
ん
は
、
平
成
元
年
か
ら
陶
芸
に
携
わ

り
、
平
成
10
年
に
独
立
し
た
後
は
一
貫
し
て
越

前
焼
の
伝
統
的
技
法
で
あ
る
「
越
前
ね
じ
立
て

技
法
」
に
て
作
陶
し
、
薪
窯
で
焼
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
伝
統
的
技
法
の
継
承
と
、
後
継
者
の
指
導
育

成
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

※「
ね
じ
立
て
」
と
は
、
ひ
も
状
の
粘
土
を
陶

芸
家
が
回
り
な
が
ら
巻
き
上
げ
成
形
す
る
、

平
安
時
代
よ
り
伝
わ
る
技
法
。

福
井
県
伝
統
的
工
芸
優
秀
継
承
者
知
事
表
彰
受
賞
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10
月
15
日
、
宮
崎
小
学
校
を
主
会
場
に
「
子

ど
も
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
、
町
内
の
小
学
生
や

中
高
校
生
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
、
子
ど
も
会

育
成
会
役
員
な
ど
合
わ
せ
て
１
２
６
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
ま
つ
り
」
は
、
年
の
違
う
子
ど
も

た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
一
緒
に
行
う
こ
と

で
集
団
活
動
の
経
験
や
心
身
の
健
や
か
な
成
長

を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
、
午
前
中
は
小
学
校
近
辺
で
ク
イ
ズ
ラ

リ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
同
日
に
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
た
町
防
災
訓
練

会
場
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
は
、
災
害
に
関

す
る
ク
イ
ズ
の
ヒ
ン
ト
を
聞
い
た
り
、
炊
出
し

お
に
ぎ
り
の
配
給
体
験
に
参
加
し
た
り
、
パ
ト

子
ど
も
ま
つ
り 

㏌ 

宮
崎
地
区　
越
前
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

▲防災訓練会場で炊き出しをもらう様子

▲逃走中で走り回る様子

▲講座の様子▲オレンジリング

　

10
月
6
日
に
、
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
「
認
知
症
出
前
講
座
」
を
開
き
、
老
人

家
庭
相
談
員
36
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
座
で
は
、木
村
病
院（
鯖
江
市
）の
作
業
療

法
士
を
講
師
に
迎
え
、「『
認
知
症
っ
て
ど
ん
な

病
気
？
』接
す
る
時
の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
よ

う
！
」を
テ
ー
マ
に
、
認
知
症
の
人
へ
の
対
応

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
際
に
気
を
付

け
る
こ
と
、
予
防
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
老
人
家
庭
相
談
員
の
活
動

に
活
用
し
た
い
、
認
知
症
の
人
の
話
し
相
手
な

ど
の
活
動
も
し
て
い
き
た
い
」
と
の
感
想
が
多

く
聞
か
れ
ま
し
た
。
参
加
者
に
は
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
の
証
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
渡
し

て
い
ま
す
。

認
知
症
出
前
講
座
を
開
催
し
ま
し
た

　
11
月
4
日
、
役
場
駐
車
場
で
町
に
ゆ
か
り
の

あ
る
出
店
者
が
集
う
「
越
前
町
コ
コ
ク
ル
ー
マ
ル

シ
ェ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
特

産
品
販
売
な
ど
17
店
が
集
合
し
、
多
く
の
家
族
連

れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
抽
選

会
の
ほ
か
、
地
元
出
身
の
西
野
カ
イ
ン
さ
ん
に
よ

る
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
も
行
わ
れ
、
繊
細
か

つ
大
胆
に
作
品
を
描
く
姿
に
来
場
者
は
終
始
見
と

れ
て
い
ま
し
た
。
作
品
は
12
月
11
日
㈪
ま
で
役
場

正
面
玄
関
ホ
ー
ル
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
コ
コ
ク
ル
ー
は
町
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
、

一
緒
に
活
動
し
て

く
れ
る
人
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。

「
第
2
回
越
前
町
コ
コ
ク
ル
ー
マ
ル
シ
ェ
」
を
開
催
し
ま
し
た

▲多くの来場者で賑わいました

▲流れ着いたごみを拾い集める様子

▲インストラクターの問いかけに元気に答える様子

　

11
月
10
日
か
ら
の
３
日
間
、
町
内
の
児
童

12
人
が
児
童
交
流
事
業
で
姉
妹
都
市
の
福
岡
県

み
や
ま
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
交
流
事
業
の
き
っ
か
け
は
室
町
時
代
に
西

田
中
地
区
で
発
祥
し
た
と
さ
れ
る
「
幸
若
舞
」で
、

現
在
、こ
の
舞
の
原
型
は
み
や
ま
市
の
瀬
高
町
大
江

地
区
に
し
か
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
本
町
の
児
童
は
、
み
や
ま
市
の
児
童
14
人
と
一

緒
に
幸
若
舞
の
講
話
や
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
み
か

ん
狩
り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
楽
し
み
、
２
泊

目
は
合
同
で
宿
泊
す
る
な
ど
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

来
年
2
月
2
日
か
ら
の
３
日
間
は
、
み
や

ま
市
の
児
童
が
本
町
を
訪
れ
る
予
定
で
す
。

越
前
町
の
児
童
が
福
岡
県
み
や
ま
市
を
訪
れ
ま
し
た

▲2泊3日の交流事業で友好を深めた両市町の児童

　
11
月
6
日
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
み
る
み
え
る
」
か
ら
紙

芝
居
「
ミ
ル
ミ
ル
ミ
エ
ル
～
3
つ
の
20
で
目
を

守
る
～
」
を
町
内
の
保
育
所
、
こ
ど
も
園
に
贈

呈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
紙
芝
居
は
、
目
の
健
康
を
守
る
活
動
を

行
う
同
法
人
が
子
ど
も
の
裸
眼
視
力
の
低
下
に

伴
い
、
目
の
健
康
意
識
を
育
て
る
た
め
、
楽
し

く
わ
か
り
や
す
く
伝
え
よ
う
と
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
利
用
し
て
製
作
し
た
も
の
で
す
。

　
県
内
す
べ
て
の
保
育
所
や
こ
ど
も
園
な
ど
に

配
布
す
る
取
組
み
で
、
こ
の
日
は
朝
日
西
保
育

所
の
児
童
を
前
に
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
紙
芝

居
を
実
演
し
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
は「
楽
し
か
っ

た
。
目
を
大
切
に
し
ま
す
」と
応
え
て
い
ま
し
た
。

目
の
健
康
を
守
る
紙
芝
居
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

　
10
月
29
日
、
白
浜
・
茂
原
海
水
浴
場
で
、
ス

ポ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
大
会
ｉｎ
越
前
町
が
開
か
れ
、
町
内

外
か
ら
23
チ
ー
ム
、
総
勢
１
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
、
砂
浜
に
流
れ
着
い

た
ご
み
を
分
別
し
な
が
ら
拾
い
集
め
、
集
め
た

ご
み
の
種
類
や
重
さ
で
順
位
を
競
い
ま
し
た
。

　
大
会
後
は
、
ご
み
ひ
と
つ
な
い
き
れ
い
な
砂

浜
に
な
り
ま
し
た
。

大
会
結
果

　
優　
勝　
福
井
県
水
泳
連
盟
（
越
前
市
）

　
準
優
勝　
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
ズ
（
越
前
町
）

　
第
3
位　
ニ
ュ
ー
ク
リ
ー
ン
（
越
前
町
）

ス
ポ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
大
会
㏌
越
前
町

　
11
月
2
日
、
越
前
建
設
業
協
会
の
み
な
さ
ん

が
道
の
駅
「
越
前
」
周
辺
の
清
掃
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
当
日
は
27
人
が
参
加
し
、
揃
い
の
ビ

ブ
ス
を
着
て
、
駐
車
場
や
沿
道
の
掃
き
掃
除
、

ご
み
拾
い
な
ど
を
し
ま
し
た
。

　
同
協
会
の
村
上
会
長
は
「
こ
れ
か
ら
の
蟹
の

シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
道
の

駅
周
辺
を
清
掃
す
る
こ
と
で
町
内
の
観
光
業
に

少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
同
協
会
は
、
景
観
の
維
持
や
安
心
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
的
に
、
毎
年
、
場
所
を
変
え
て

清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

か
に
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
道
の
駅「
越
前
」で

清
掃
活
動
を
し
ま
し
た

▲清掃活動の様子

カ
ー
や
消
防
車
に
乗
る
な
ど
、
訓
練
体
験
を
楽

し
ん
だ
様
子
で
し
た
。
昼
食
は
炊
き
出
し
体
験

で
も
ら
っ
た
お
に
ぎ
り
と
災
害
時
用
の
「
お
湯

で
作
れ
る
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
」
を
食
べ
、「
美
味
し

い
。
も
っ
と
食
べ
た
い
。」
と
貴
重
な
体
験
を

楽
し
み
ま
し
た
。
午
後
は
物
陰
に
隠
れ
な
が
ら

ハ
ン
タ
ー
か
ら
逃
げ
る
、
子
ど
も
た
ち
に
大
人

気
の
「
逃
走
中
」
を
し
、
外
で
思
い
切
り
走
り

回
り
ま
し
た
。
最
後
は
お
楽
し
み
の
抽
選
会
を

行
い
、
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
今
回
も
中
高
校
生
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
た

ち
が
、
み
ん
な
を
楽
し
ま
せ
笑
顔
に
な
っ
て
も
ら

お
う
と
事
前
に
何
度
も
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た

こ
と
や
、
当
日
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
の
活
躍

が
子
ど
も
ま
つ
り
の
成
功
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

広報 えちぜん7 令和 ５ 年 12 月号

町からのお知らせ

広報 えちぜん 6令和 ５ 年 12 月号

えちぜんまちの話題をお届けします!



　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
法
や
地
方
税

法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生
年
金
な
ど
の
社
会
保

険
料
を
納
付
し
た
場
合
と
同
様
に
、
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除

さ
れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
控
除
対
象
は
、
今
年
の
1
月
か
ら
12
月
中
に

納
め
た
保
険
料
全
額
で
、
過
去
の
年
度
分
や
追

納
し
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
ご
自

身
の
保
険
料
の
ほ
か
、
配
偶
者
や
お
子
さ
ん
な
ど

の
国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、
そ

の
保
険
料
も
合
わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
年
末
調
整

や
確
定
申
告
を
行
う
と
き
に
、
領
収
証
書
な
ど

保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の

添
付
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
1
月
か
ら
9

月
ま
で
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人
に

は
、
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
こ
の
証
明
書

ま
た
は
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
（
10

月
か
ら
12
月
ま
で
の
間
に
、
今
年
初
め
て
国
民

年
金
保
険
料
を
納
め
た
人
へ
は
、
翌
年
の
2
月

上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
）。

　
税
法
上
で
も
有
利
な
国
民
年
金
は
、
老
後
は

も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な
ど
の
万
一
の
時
に
も

心
強
い
味
方
と
な
る
制
度
で
す
の
で
、
保
険
料

の
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先　
武
生
年
金
事
務
所　
☎
２
３-

１
１
２
６

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
つ
い
て

　
町
で
は
、
子
育
て
家
庭
や
妊
婦
家
庭
の
経
済

的
・
精
神
的
負
担
の
軽
減
を
目
的
と
す
る
す
み
ず

み
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

新
た
に
利
用
で
き
る
施
設
を
追
加
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

事
業
内
容

施
設
で
の
一
時
預
か
り

　
施
設　
ハ
ー
ツ
キ
ッ
ズ

　
　
　
　
　
さ
ば
え 

☎
０
１
２
０‒
７
０‒
３
４
１
５

　
　
　
　
　
た
け
ふ 

☎
０
１
２
０‒

５
４‒
３
４
１
５

　
　
　
　
　
羽　
水 

☎
０
１
２
０‒

８
２‒
３
４
１
５

ご
家
庭
で
の
一
時
預
か
り

　
施
設　
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
く
れ
い
ど
る（
新
規
）

　
　
　
　
　
☎
０
９
０‒

９
７
６
７‒

５
０
９
５

ご
家
庭
で
の
生
活
支
援

ア
．一
時
預
か
り

イ
．食
事
の
用
意
、
食
材
等
の
買
物

ウ
．洗
濯
、
日
干
し
、
洗
濯
物
の
取
入
れ

エ
．住
居
の
掃
除
、
整
理
整
頓

オ
． そ
の
他
子
育
て
家
庭
な
ど
の
生
活
の
中
で

生
ず
る
軽
易
な
日
常
生
活
上
の
援
助

　
施
設　
越
前
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

２
３
８
８

　
　
　
　
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
く
れ
い
ど
る（
新
規
）

　
　
　
　
　
☎
０
９
０‒

９
７
６
７‒

５
０
９
５

　
補
助
金
額
な
ど
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
変
更

あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
子
ど
も
未
来
課

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

８
７
２
５

す
み
ず
み
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
小
・
中
学
校
に
入
学
予
定
の
お
子
さ
ん
の
保

護
者
で
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
に
、
ラ
ン

ド
セ
ル
・
制
服
な
ど
入
学
に
必
要
な
も
の
の
購

入
費
用
の
一
部
を
入
学
前
（
3
月
）
に
支
給
し

ま
す
。

受
給
要
件　
①
～
③
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
越
前
町
に
住
民
登
録
が
あ
る

②
お
子
さ
ん
が
令
和
6
年
4
月
に
小
・
中
学
校

に
入
学
予
定

③
越
前
町
就
学
援
助
制
度
の
認
定
基
準
に
該
当

す
る

※
詳
し
く
は
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

　
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法

　
申
請
書
を
学
校
教
育
課
か
各
小
学
校
で
受
け
取

り
、
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
必
要
書
類
を

添
付
し
て
提
出
く
だ
さ
い
（
申
請
書
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。

必
要
書
類

　

令
和
４
年
中
の
所
得
を
証
明
す
る
書
類
の

写
し
（
令
和
5
年
1
月
1
日
以
前
か
ら
町
内
に

住
所
を
有
す
る
人
は
不
要
で
す
）

提
出
先　
新
小
学
1
年
生
…
学
校
教
育
課

　
　
　
　
　
新
中
学
1
年
生
…
学
校
教
育
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
は
小
学
校

受
付
期
間　
12
月
4
日
㈪
～
令
和
6
年
1
月
19
日
㈮

支
給
時
期　
3
月
上
旬

問
合
せ
先　
学
校
教
育
課　
☎
３
４-

８
７
１
６

小
中
学
校
の
新
入
学
に
か
か
る
準
備
費
用
を
援
助
し
ま
す

　
中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て
、
生
徒
数
の
減

少
や
教
員
の
働
き
方
改
革
の
観
点
か
ら
、
地
域

移
行
の
検
討
が
全
国
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
9
月
に
地
域
団
体
・
保
護
者
・
学
校

関
係
者
な
ど
か
ら
な
る
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

本
町
の
実
情
を
踏
ま
え
な
が
ら
着
実
に
進
め
て

い
く
た
め
の
具
体
的
な
検
討
に
入
り
ま
し
た
。

　
国
が
示
す
「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
は
、
学
校

を
含
め
た
地
域
で
育
て
る
」
と
い
う
意
識
の
も

と
、
新
た
な
地
域
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
活
動

環
境
の
構
築
に
向
け
て
、
中
学
校
と
連
携
し
な

が
ら
、
ま
ず
は
休
日
の
部
活
動
の
地
域
移
行
を

進
め
ま
す
。

　
委
員
会
の
結
果
概
要
は
、
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
せ
先　
学
校
教
育
課

　
　
　
　
　
☎
３
４‒
８
７
１
６

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

　

中
学
校
の
部
活
動
を
「
学
校
の
活
動
」

か
ら
、
地
域
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が

行
う
「
地
域
の
活
動
」
に
移
行
す
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

体
験
で
き
る
機
会
と
、
将
来
に
わ
た
り
継

続
し
て
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

環
境
の
整
備
を
進
め
る
も
の
で
す
。

部
活
動
地
域
移
行
と
は

▲第1回検討委員会の様子

　
若
年
者
や
就
職
氷
河
期
世
代
な
ど
概
ね
55
歳

未
満
の
一
般
求
職
者
の
た
め
の「
就
職
面
接
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
採
用
活
動
に
積
極
的
に
取
り

組
む
地
元
企
業
が
あ
な
た
を
待
っ
て
い
ま
す
！

　
対
面
式
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

※
事
前
申
込
不
要
、入
退
場
自
由
、参
加
費
無
料

日　
　
時　
12
月
12
日
㈫　
午
後
2
時
～
4
時

　
　
　
　
　
（
受
付
は
午
後
1
時
45
分
～
）

場　
　
所　
平
和
堂
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
武
生
4
階

　
　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

参
加
企
業　
丹
南
地
域
よ
り
8
社
予
定

問
合
せ
先　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
た
け
ふ
職
業
相
談
部
門

　
　
　
　
　
☎
２
２‒

４
０
７
８

『
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク　
わ
く
わ
く
面
接
会
』
の
ご
案
内

　
鯖
江
警
察
署
で
は
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交

通
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
運
転
免
許
の
自

主
返
納
臨
時
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

日　
　
時　
12
月
12
日
㈫　
午
前
9
時
～
正
午

場　
　
所　
越
前
町
役
場

　
　
　
　
　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

持
ち
物　
返
納
す
る
人
の
運
転
免
許
証

警
察
署
か
ら
の
お
願
い

　

返
納
す
る
際
は
、
本
人
が
お
越
し
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
返
納
後
は
、
車
を
運
転
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
家
族
な
ど
の
送
迎
や
公

共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
会
場
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
鯖
江
警
察
署
交
通
課　
☎
５
２‒

０
１
１
０

運
転
免
許
自
主
返
納
臨
時
窓
口
の
お
知
ら
せ　
～
鯖
江
警
察
署
～

▲福井県歯科医師会長賞
　池野 結萌（越前中1年）

▲越前町教育委員会賞
　小島 幸穂（越前中2年）

▲福井県教育委員会賞
　橋本 和沙（宮崎中3年）

▲町長賞
　藤﨑 万葉（朝日中3年）

　
11
月
25
日
、
県
生
活
学
習
館
に
て
第
29
回
禁
煙
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
喫
煙
や
受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
被
害
を
な
く
す
た
め
の
周
知
と
ア
ピ
ー
ル
を
目

的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
町
内
の
入
賞
者
は
、
次
の
4
名
で
す
。

第
29
回
禁
煙
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

福
井
県
禁
煙
推
進
協
議
会

　

越
前
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員
会
で

は
、「
第
７
回
越
前
海
岸
・
四
季
と
く
ら
し
の
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
入
選
作
品
12
点
で
卓
上
カ

レ
ン
ダ
ー
を
作
り
ま
し
た
。
四
季
折
々
の
越
前

海
岸
の
風
景
や
生
活
が
垣
間
見
え
る
素
敵
な
作

品
ば
か
り
で
す
。

　

カ
レ
ン
ダ
ー
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た
後

は
、
絵
は
が
き
と
し
て
ご
活
用
い
た
だ
き
、
県

内
外
の
人
に
も
越
前
地
区
の
素
晴
ら
し
い
景
色

を
広
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
ご
希
望
の
場
合
は
、越
前
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

運
営
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
越
前
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
☎
３
７-

７
７
１
０

「
第
７
回
越
前
海
岸
・
四
季
と
く
ら
し
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」

絵
は
が
き
カ
レ
ン
ダ
ー

▲水田尚希さんの作品

　
福
井
県
選
挙
管
理
委
員
会
、
各
市
町
選
挙
管

理
委
員
会
な
ど
が
主
催
し
て
、
明
る
い
選
挙
の

啓
発
を
目
的
に
募
集
し
た
「
明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
作
品
」
の
入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。

小
学
校
の
部

　
佳
作　
武
内　
香
幸
（
朝
日
小
6
年
）

　
佳
作　
西
尾　
皇
星
（
朝
日
小
6
年
）

　
佳
作　
田
﨑　
朔
人
（
城
崎
小
6
年
）

中
学
校
の
部

　
銀
賞　
水
田　
尚
希
（
朝
日
中
2
年
）

　
佳
作　
南
田　
晃
佑
（
朝
日
中
1
年
）

　
佳
作　
清
水　
愛
香
（
宮
崎
中
2
年
）

　
佳
作　
中
西　
海
椿
（
宮
崎
中
2
年
）

　
佳
作　
坂
下　
美
和
（
朝
日
中
3
年
）

　
佳
作　
佐
々
木　
優
奈
（
宮
崎
中
3
年
）

※
入
賞
作
品
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
せ
先
」

　
越
前
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
☎
３
４‒

８
７
０
０

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す

▲1月カレンダー　タイトル「歓迎の虹」

広報 えちぜん 8広報 えちぜん9 令和 ５ 年 12 月号令和 ５ 年 12 月号

町からのお知らせ えちぜん



施　　設　　名
令和5年12月 令和6年1月

電話番号26
㈫

27
㈬

28
㈭

29
㈮

30
㈯

31
㈰

1
㈪

2
㈫

3
㈬

4
㈭

5
㈮

朝
日
地
区

福井総合植物園プラントピア × ○ × × × × × × × × ○ 34-1120
道の駅「パークイン丹生ヶ丘」 × ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ 34-2850
越前町老人福祉センター「幸若苑」 ○ ○ × × × × × × × × ○ 34-2095
糸 生 温 泉「泰 澄 の 杜」 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 34-2322

宮
崎
地
区

越 前 陶 芸 村 文 化 交 流 会 館 ○ ○ × × × × × × × × ○ 32-3200
福 井 県 陶 芸 館 ○ ○ × × × × × × × × ○ 32-2174
越 前 古 窯 博 物 館 ○ ○ × × × × × × × × ○
越 前 焼 の 館 ○ ○ ○ × × × × × × × ○ 32-2199
花 み ず き 温 泉「若 竹 荘」 ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ 32-2753
お も い で な フ ァ ー ム ○ ○ ○ ○ ○ 12時まで × × × × × 32-3545
越前町老人憩いの家「陶寿園」 ○ ○ × × × × × × × × ○ 32-3105

越
前
地
区

越前町観光連盟（観光案内所） ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ 37-1234
道 の 駅 「 越 前 」 × ○ ○ ○ ○ × × × 10時－17時 ○ ○ 37-2360
越 前 温 泉 露 天 風 呂「漁 火」 × ○ ○ ○ ○ × × × 11時－17時 ○ ○
越 前 が に ミ ュ ー ジ ア ム × ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ 37-2626

越前うおいち
１ 階 売 店 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 37-2500
２階レストラン ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

越 前 温 泉「な ぎ さ の 湯」 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ 37-0637
越 前 温 泉「道 の 湯」 ○ × × × × × × × × × ○ 37-2260
越前温泉露天風呂「日本海」 ○ ○ ○ ○ ○ × × × 11時－17時 × ○ 39-1126
越 前 岬 水 仙 ラ ン ド ○ ○ ○ ○ ○ × × × 9時－16時 ○ ○ 37-2501

織
田
地
区

織 田 文 化 歴 史 館 ○ ○ × × × × × × × × ○ 36-2288
雨 田 光 平 記 念 館 ○ ○ × × × × × × × × ○ 36-2666
オ タ イ コ ･ ヒ ル ズ × ○ ○ × × ○ × ○ ○ × × 36-2061
悠 久 ロ マ ン の 杜 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 36-2050

※あくまでも予定ですので、変更する場合がございます。　　　※詳しくは各施設へお問合せください。

年末年始の施設営業日のご案内

令和5年度  入札結果一覧  10月16日～11月15日
入札日 工事等名 地係 請負金額（円） 請負業者名 主管課

10月26日 令和５年度　内の宮団地跡地整備工事 織田 25,163,600 山中建設㈱ 定住促進課

10月26日 令和５年度　町道中・赤井谷線道路改良工事 赤井谷 2,062,500 山中建設㈱ 都市整備課

10月26日 令和５年度　町道栃川亦丸線道路改良工事 栃川 1,732,500 ㈱ウッドフィール 都市整備課

家
庭
ご
み
の
組
成
を
知
り
ま
し
ょ
う

　
家
庭
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
自
分
た
ち

が
普
段
出
し
て
い
る
ご
み
の
内
容
を
知
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
町
で
は
、
一
般
家
庭
か
ら
出
る

可
燃
ご
み
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
入
っ
て
い
る

か
を
把
握
す
る
た
め
組
成
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
調
査
の
結
果
、
可
燃
ご
み
に
は
食
品
廃
棄
物

が
40
％
以
上
と
最
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
資
源
で
あ
る
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
・
紙
類
・
繊
維
類
な

ど
が
、
あ
わ
せ
て
35
％
以
上
含
ま
れ
て
い
ま
し

た
。

生
ご
み
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

　
食
品
ロ
ス
の
大
部
分
は
賞
味
期
限
や
消
費
期

限
が
切
れ
た
も
の
で
す
。
未
利
用
食
品
を
ご
み

に
し
な
い
た
め
に
、
賞
味
期
限
と
消
費
期
限
の

違
い
を
正
し
く
理
解
し
て
計
画
的
な
買
い
物
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
調
理
く
ず
を
含
む
生
ご
み
の
約
80
％
が
水
分

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
捨
て
る
前
に
水
切
り
を

行
う
こ
と
で
ご
み
の
重
量
が
減
り
、
焼
却
炉
の

負
担
を
減
ら
せ
る
だ
け
で
な
く
、
悪
臭
対
策
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
家
庭
用
電
動
式
生
ご
み
処

理
機
や
コ
ン
ポ
ス
ト
な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
も

効
果
的
で
す
。
購
入
費
用
の
補
助
が
あ
り
ま
す

の
で
、
住
民
環
境
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

資
源
物
を
分
別
し
ま
し
ょ
う

　
町
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
・
紙

類
・
繊
維
類
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
資
源
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
決
ま
っ
た
日
に
収
集
し
て
い

ま
す
。
紙
類
に
つ
い
て
は
、
お
近
く
の
エ
コ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
持
ち
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
で
、
ご
み
の
減
量
化
や

環
境
へ
の
負
荷
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
は
住
民
環
境
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
住
民
環
境
課

　
　
　
　
　
☎
３
４-

８
７
０
８

ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

食品ロス
11.9%

調理くず
28.6%

プラスチック類
12.6%

新聞紙・雑紙など
16.5%

繊維類
6.7%

紙・おむつなど
16.4%

可燃その他
7.3%

年末年始のごみ収集日程のお知らせ

朝　日　地　区
令和5年12月 令和6年1月

25
㈪

26
㈫

27
㈬

28
㈭

29
㈮

30
㈯

31
㈰

1
㈪

2
㈫

3
㈬

4
㈭

5
㈮

6
㈯

7
㈰

8
㈪

9
㈫

10
㈬

Ａ
地
区

可 燃 ご み ○ ○ ○ ○
不燃ごみ・空き缶・空き瓶・
乾電池類・スプレー缶・ライター ○ ○

ペットボトル・紙パック・蛍光灯 ○

プラスチック製容器包装 ○

西田中・東内郡・内郡・朝日（一部B地区）・上川去・春日・岩開・佐々生・宇田・気比庄・田中・市・乙坂・栃川
天王・宝泉寺・金谷・青野・茱原・小倉・葛野・野田（一部B地区）・下糸生・脇・上糸生

Ｂ
地
区

可 燃 ご み ○ ○ ○ ○
不燃ごみ・空き缶・空き瓶・
乾電池類・スプレー缶・ライター ○

ペットボトル・紙パック・蛍光灯 ○

プラスチック製容器包装 ○

町営朝日団地・漆本・頭谷・境野・横山・牛越・野末・大畑・大谷寺・中野・大玉・清水・森・杖立・小川・真木・天谷

織　田　地　区
令和5年12月 令和6年1月

25
㈪

26
㈫

27
㈬

28
㈭

29
㈮

30
㈯

31
㈰

1
㈪

2
㈫

3
㈬

4
㈭

5
㈮

6
㈯

7
㈰

8
㈪

9
㈫

10
㈬

Ａ
地
区

可 燃 ご み ○ ○ ○ ○
不燃ごみ・空き缶・空き瓶・
ペットボトル・紙パック・
乾電池類・スプレー缶・ライター

○

プラスチック製容器包装 ○ ○
新 聞 紙 ・雑 誌 類
ダンボール ・繊維類 ○

辻・高橋・北・鎌坂・東・馬場・寺家（一部Ｂ地区）・上野・平等・下河原・矢倉・上戸

Ｂ
地
区

可 燃 ご み ○ ○ ○ ○
不燃ごみ・空き缶・空き瓶・
ペットボトル・紙パック・
乾電池類・スプレー缶・ライター

○

プラスチック製容器包装 ○ ○
新 聞 紙 ・雑 誌 類
ダンボール ・繊維類 ○

堤・杉の花・寺家（一部Ａ地区）・市場・中・大王丸・三崎・四ツ杉・下山中・上山中・打越・赤井谷・山田・入尾・笈松
丸山・萩野の里・西ヶ丘・脇谷・細野・岩倉・笹川・桜谷

自 己 搬 入 の 場 合 鯖江クリーンセンター　☎51–2310
年末は12月30日（土）午前11時30分まで、年始は1月4日（木）から営業。

し尿収集の申し込み ㈲ニュークリーン公社　☎34–5512
年末は12月22日（金）まで、年始は1月5日（金）から営業。

○印（収集日）

※宮崎地区、越前地区は、各世帯に配布しているごみカレンダーをご覧ください。
※町ホームページにもごみカレンダーを掲載しております。

問合せ先　住民環境課　☎34‒8708

広報 えちぜん11 令和 ５ 年 12 月号

町からのお知らせ
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図書館だより

町立図書館  ☎34–0395　　越 前 分 館  ☎37–7713
宮 崎 分 館  ☎32–7713　　織 田 分 館  ☎36–2288

問合せ先

　本の魅力を紹介する本の帯コンクール、町内の小学4年生から中学2年生を対象に募集をしました。小学生368
点、中学生158点、計526点の応募があり、審査の結果、越前町教育長賞1点、越前町図書館協議会委員長賞1点、
優秀賞25点、入選81点が選ばれました。教育長賞を受賞した作品は、しおりにして各図書館で希望者に配付します。

第17回越前町図書館本の帯コンクール入賞作品決定！

町立図書館で所蔵していた雑誌等を無償提供します。

優秀作品を各図書館で巡回展示します。
展示期間
12月 1 日（金）～ 12日（火）　越前分館　　　　1月 5 日（金）～ 16日（火）　町立図書館
12月15日（金）～ 26日（火）　織田分館　　　　1月19日（金）～ 30日（火）　宮崎分館
（休館日につきましては、図書館HPのカレンダーでご確認ください。）

宮崎中学校2年　中西　海椿
『よみがえれ、マンモス！』　令丈　ヒロ子文

朝日小学校5年　矢島　明日菜
『りりかさんのぬいぐるみ診療所　空色のルリエル』
かんの　ゆうこ作

無料古本市の開催 児童図書を寄贈

越前町教育長賞

越前町図書館協議会委員長賞

期　　間   12月2日（土）～ 24日（日）
場　　所   越前町立図書館
提供雑誌   2021年4月号～ 2022年3月号

安心、オレンジページ、サライ、きょう
の料理、クロワッサン、芸術新潮、趣味
の園芸、すてきにハンドメイド、など

※お一人さま1誌につき3冊まで

　11月7日、北陸労働金庫丹
南支店地域推進委員会から「古
典を楽しむきっかけ大図鑑」
や「災害対策大百科」等12冊
の児童書が寄贈されました。
　児童図書は、町立図書館で
所蔵し、読書の推進と豊かな
心を育成するために活用して
いきます。

冬への備えは万全ですか？ 12月1日から7日までは、「雪に備える習慣」です。
早め早めの準備を行い、安全、安心な冬を過ごしましょう。

寒くなると、凍結により水が出なくなったり、
水道メーターや水道管が破損することがありますので、次のことに注意しましょう。

冬の準備はお済みですか？
雪対策で快適な冬を！

水道メーターボックス周辺の除雪にご協力を水道メーターボックス周辺の除雪にご協力を

冬季の水道使用の注意点！

◦蛇口や水道メーターの
周りに保温材や布を巻
いて保温する。

◦凍結したと思われる部分（蛇口、水道管など）
に布をかぶせ、その上からぬるま湯をかけ
て溶かす。

※熱湯をかけると破損するおそれがありますの
でご注意ください。

問合せ先　上下水道課　☎34‒8707

◦冬用タイヤを必ず装着しましょう。
タイヤはすり減っていませんか？

◦耐寒用品などを含めた非常持ち出し
品を準備しておきましょう。

◦寒い屋外での雪かきは、健康管理に
十分注意し、なるべく2人以上で行
いましょう。

◦降積雪時のマイカーの利用はできる
だけ控え、公共交通機関を利用しま
しょう。

◦やむを得ず運転する際は、歩行者優
先で運転するようにしましょう。ま
た、除雪車の通った後の道路は滑り
やすくなっているため、慎重に運転
しましょう。

雪が降るまでに…雪が降るまでに…

雪が降ったら…雪が降ったら…

凍結防止のために凍結防止のために

凍結により水が出ないときは凍結により水が出ないときは

　迅速な除雪作業に努めていますが、町民のみなさんのご理
解、ご協力なしには限界があります。除雪作業を円滑に行うた
めに、次のことを遵守するようお願いします。
◦路上駐車は除雪の妨げになります。必ず駐車場に停めま
しょう。

◦作業中の除雪車は危険なため、近寄ることや無理な追い越
しはやめましょう。

◦除雪後の道路に除排雪された雪を投げ捨てることは事故に
つながるため、やめましょう。

◦玄関先や屋根の雪処理は各家庭でお願いします。また、そ
の際には、小型除雪機による事故や屋根からの転落などに
は十分注意してください。

◦生活道路や歩道、バス停、消火栓、防火水槽、用水路付近
も地域ぐるみで協力して、雪かきをお願いします。

◦排雪場不足のため、田畑へ排雪する場合がありますが、ご
理解のほどよろしくお願いします。

除雪へのご理解、ご協力を除雪へのご理解、ご協力を

◦凍結防止のために水を出しっぱなしにしない。
◦融雪に水道水を使用しない。
◦使用しない小屋や空き家などで、蛇口の閉め忘
れや水道管の破裂がないか点検する。不在時に
は、止水栓を閉める。（漏水対策にもなります）

水不足にならないために水不足にならないために

◦水道メーターボックス内の止水栓を閉めて水
を止める。

※上下水道課と給水装置指定工事店へご連絡く
ださい。

水道管が破裂したときは水道管が破裂したときは

　冬は積雪のため、水道メーターの検針ができない場合があります。検針ができなかった月の上下水道料金は、最後に
検針できた月の9割を概算で請求し、その後検針できた月に精算します。
　なお、概算請求の場合は、検針のお知らせ票に「積雪のため概算で請求させていただきます」とメッセージが記載されます。
　精算は、概算請求のメッセージがなくなった月にされますので、あらかじめご了承ください。

※今月号折込のチラシもあわせて御覧ください。 問合せ先　都市整備課　☎34‒8703
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  電話でも内容を確認できます  ☎34-1444　☎34-1445　☎34-0866

陶芸村だより 2023年

12月

越前焼の館 ☎32‒2199
開館時間／平　日10：00 ～ 16：00
　　　　　土日祝 9：00 ～ 17：00
休 館 日／年末年始のみ

越前陶芸村文化交流会館
☎32‒3200
開館時間／9：00～17：00（最終入館は16：30）
休 館 日／月曜（祝日を除く）、祝日の翌日、年末年始

福井県陶芸館・越前古窯博物館
☎32‒2174
開館時間／9：00 ～ 17：00（最終入館は16：30）
休 館 日／月曜（祝日を除く）、祝日の翌日、年末年始

福井県陶芸館・古窯博物館　イベント情報 問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

越前陶芸村文化交流会館　イベント情報 問合せ先　越前陶芸村文化交流会館　☎32‒3200

越前焼の館　イベント情報 問合せ先　越前焼の館　☎32‒2199

サンタやトナカイなどのクリスマスのミニチュアと、越前焼の陶のカケ
ラを使ったオリジナルの苔テラリウムを作ってクリスマスを楽しもう。
期　間 12 月10日（日）
時　間 10：00～、14：00～
所要時間 1 時間30分
場　所 越前古窯博物館
 天心堂

料　金 1,500円
 （お抹茶・季節の干菓子付き）
定　員 各回20人
キャンセル料 3日前から100％
持ち物 ピンセット（お持ちであれば）

期　間 12月2日（土）、3日（日）
時　間 10：00～、14：00～
所要時間 1 時間
場　所 福井県陶芸館 陶芸教室

料　金 1人あたり1,800円
キャンセル料 3日前から100％
定　員 各回30人
 事前予約優先

越前焼のクリスマスツリーに絵の具やモール、シールなどで
デコレーションしてオリジナルツリーを作ります。かわいく
デコったツリーでクリスマスを盛り上げよう。

越前焼
伝統工芸士会９人展
越前焼を代表する伝統工芸士会の作品を展示販売しています。
日々技術を磨き、その技と文化を未来に語り継ぐ役割を担った伝統工芸士たちの逸品が
揃う展示です。今回は ｢大切な方たちと楽しく過ごす｣ をテーマに食器などのテーブル
を飾る器を集めました。段々と寒くなる季節、大切な方たちとお家で過ごす時間に越前
焼はいかがですか？

期　間 11月17日（金）～1月14日（日）
問合せ先  鯖江・丹生消防組合消防署
　　　　  丹 生 分 署　☎36‒0119
　　　　  朝日分遣所　☎34‒0119
　　　　  越前分遣所　☎37‒0119
　　　　  http：//www.fd-sabaenyu.jp/

鯖江・丹生消防組合公式 SNS
越前消防団
団員募集中

消防団に入って、
越前町を守ってみませんか？

令和5年度越前町防火ポスター・火災予防標語受賞作品
　火災予防運動の一環として、越前町防火協会が町内の小・中学生を対象に作品募集をしたところ、防火ポ
スター 481点、火災予防標語173点の応募がありました。審査の結果、防火ポスターは特別賞11点、火災
予防標語作品では最優秀賞1点・優秀賞5点が選ばれました。
児童・生徒のみなさん、たくさんのご応募ありがとうございました。
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★最優秀賞 火の海に　油断の海に　溺れるな
	 	  宮崎中学校2年　中
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西
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　海
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椿
ば

★優 秀 賞 消したんか？　覚えてないなぁ
	 確かめよっ
  朝日中学校2年　鷲

わし

田
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　菜
な

々
な

子
こ

	 火を消した　ホントに消した？
	 本当に？ 朝日中学校2年　山

やま

内
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　優
ゆう

桜
あ

	 知らぬ間に　小さな火種　大火災
  宮崎中学校2年　間

ま

所
どころ

　環
たまき

	 火は消した　確認するまで　離れない
  越前中学校2年　矢
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姫
ひ

	 「火の確認」　大切な人への　愛言葉
  織田中学校2年　伊

い

部
べ

　泰
たい

雅
が

越前町火災予防標語 受賞作品

消防署からのお知らせ
I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

　冬は空気も乾燥し、火災が発生しやすい季節です。
寒い季節に欠かすことができない暖房器具ですが、
ちょっとした不注意や誤った使用方法で「思わぬ事故」
につながる事がありますので、暖房器具の取り扱い
には十分注意してください。

クリスマスに飾る
苔テラリウムを作ろう苔テラリウムを作ろう

楽しくデコる
やきもののクリスマスツリー

福井を代表する「越前焼」と「越
前水仙」のコラボ展示会。会場に
一歩足を踏み入れると越前焼の花
器に活けられた越前水仙の甘い香
りが漂います。窯元力作、約200
点の花器の中から、新年を迎える
ための花器を探してみてはいかが
でしょうか。

日　時 12月9日（土）～12月24日（日）
場　所 越前陶芸村文化交流会館　ロビー
時　間 9：00～17：00（最終入館は16：30）
料　金 入館無料
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苦しみは涙流して消えてゆく	 林　栄美子
老体に太陽浴びて健やかに	 嵐　喜美枝

川 柳

生涯学習
センター
だより

こちらからも
お申込みできます ▼

冬の寄せ植え講座
　新年に向けて縁起物の門松を作ります。手作り
の門松で福を呼び込みましょう。
日　時 	 12月16日（土）
	 午後1時30分～3時
会　場 	 宮崎コミュニティセンター　創作工芸室
講　師 	 小林　鈴子	氏（小林農園）

定　員 	 15人
受講料 	 2,500円程度（材料代として）

 ※使用する材料によって変わります。
持ち物 	 移植ごて、ゴム手袋
申込先 	 生涯学習センター宮崎分館　☎32‒7712
締　切 	 12月13日（水）
その他 	 ご家庭にある植木鉢を使用したい人は

お持ちください。

　越前和紙でお正月のしめ縄飾りと祝い箸袋を作ります。手作りの飾
りで新年を彩りましょう。
日　時 	 12月12日（火）　午後7時～９時
会　場 	 越前町生涯学習センター　視聴覚室
講　師 	 山岸	浩代	氏
	 （株式会社山岸和紙店）

定　員 	 15人
受講料 	 2,000円
	 （材料代として）
申込先 	 生涯学習センター
	 ☎34‒2000
締　切 	 12月8日（金）

和紙でお正月飾りづくり講座
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▲昨年のイルミネーション

　
12
月
10
日
㈰
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
カ
メ

リ
ア
ホ
ー
ル
で
1
人
ひ
と
り
が
未
来
の
た
め
に

認
め
あ
い
、
協
力
し
あ
い
、
よ
り
住
み
や
す
い

社
会
を
作
る
こ
と
を
目
的
に
「
え
ち
ぜ
ん
男
女

共
同
参
画
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
講
演
会
で
は
、
落
語
家
「
は
や
お
き
亭
貞
九

郎
」氏
を
招
き「
じ
ぇ
ん
だ
ー
」と
題
し
て
、笑
っ

て
学
ぶ
創
作
漫
談
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、「
明
神
ば
や
し
保
存

会
」
の
子
ど
も
達
に
よ
る
太
鼓
の
演
奏
披
露
や

町
内
の
劇
団
「
ま
～
る
く
参
画
一
座
」
が
家
族

み
ん
な
で
協
力
し
あ
う
こ
と
の
大
切
さ
を
演
じ

ま
す
。

　
ま
た
、
会
場
で
は
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
兼
託
児

室
を
設
け
、
楽
し
い
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
や
紙
芝

居
を
し
な
が
ら
、
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま

す
。

　

ご
家
族
、
ご
友
人
を
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日　
　
時　
12
月
10
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
　
（
午
前
9
時
30
分
開
場
・
受
付
）

場　
　
所　
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル

入
場
料　
無
料

問
合
せ
先　
総
務
課　
☎
３
４‒

８
７
０
０

え
ち
ぜ
ん
男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す

▲男女共同参画のつどいチラシ

　
県
の
花
で
も
あ
り
、
町
の
花
で
も
あ
る
「
越

前
水
仙
」
は
越
前
海
岸
の
越
前
岬
周
辺
に
多
く

群
生
し
、
そ
の
越
前
海
岸
は
日
本
水
仙
の
三
大

群
生
地
の
ひ
と
つ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
12
月
中
頃
か
ら
見
ご
ろ
を
迎
え
は
じ
め
、
凛

と
咲
く
越
前
水
仙
の
風
景
を
一
目
見
よ
う
と
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

　
町
観
光
連
盟
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
越
前

岬
水
仙
ラ
ン
ド
や
梨
子
ヶ
平
区
の
千
枚
田
な
ど

の
代
表
的
な
景
観
の
開
花
状
況
を
随
時
更
新
し

て
い
ま
す
の
で
、
見
ご
ろ
に
合
わ
せ
て
、
ぜ
ひ

冬
の
風
物
詩
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
越
前
町
・
南
越
前
町
・
福
井
市
の
越

前
海
岸
沿
い
で
水
仙
の
見
ご
ろ
に
合
わ
せ
毎
年

開
催
し
て
い
る
「
水
仙
ま
つ
り
」
が
、
今
年
は

12
月
16
日
㈯
か
ら
翌
年
1
月
22
日
㈪
の
間
、
開

催
さ
れ
ま
す
。
水
仙
娘
に
よ
る
水
仙
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
併
せ

て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
越
前
町
観
光
連
盟　
☎
３
７‒

１
２
３
４

越
前
水
仙
の
開
花
状
況
更
新
中
＆
第
49
回
水
仙
ま
つ
り
開
幕
！水仙の開花状況▶

はこちら　
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町からのお知らせ えちぜん



問合せ先    障がい生活課　☎34‒8723

日常生活で使える簡単な手話を覚えて、
手話で会話してみましょう！第27回

太陽と名付けた孫に期待する	 笹下　利行
カタログの紅葉が誘う旅プラン	 渡辺　照子川 柳紅葉と戲れひたる露天風呂	 松村　典子

太陽から栄養剤を受けて座す	 武藤　久子
川 柳

指文字で会話して見ましょう
今回は「色」を手話で表してみたいと思います。（相手から見た手の形）

つまんだ両手5指の指先
をつけ、互いの手を逆方
向へひねる

色

右手掌を髪にあて、撫で
るように下ろす

黒

両手の指文字「ホ」形の指先
と手首をつけ合わせる（「桃」
の手話単語と同じ表現）

ピンクピンク
（桃色）（桃色）

直角に開いた右手2指の親指を額につけ、人差指を左
下へ倒す（ニワトリの、ひなのとさかが黄色いことか
らうまれた表現）

黄

唇を右手人差指の指先で右
へ引く（口紅の赤さを表現）

赤

右手の指先で頬を撫でる
ように後ろへはねる

青

唇を少し開き、歯を指差し
た右手人差指の指先を左方
に振る（歯の白さを表現）

白

　「障害者週間」は、障がいのある人の福祉についての関心と理解を深めるとともに、障がいのある人が社会や経済、
文化、その他のあらゆる分野の活動に積極的に参加する意欲を高めることを目的としています。
　障がいのあるなしに関わらず、共に生きていく社会をつくるためには、お互いを尊重し、支え合うことが大切です。
　障がいのある人もない人も障がい福祉に関する相談窓口があるので、ぜひご利用ください。

12月3日から9日は「障害者週間」です

名　　　称 所　在　地 連　絡　先 相　談　内　容

越前町役場　障がい生活課 西田中13‒5‒1
☎34‒8723
FAX34‒1235

手帳の手続き・福祉サービス申請、
虐待・差別相談

越前町相談支援センターさざんか
（こども支援センターえがお内）

朝日1丁目201
☎34‒2501
FAX 34‒2507

福祉サービスの利用や制度、
虐待・差別相談

越前町社会福祉協議会 西田中8‒20‒1
☎34‒2388
FAX 34‒0794

福祉啓発、ボランティア育成、
困りごと相談

越前町社会福祉協議会
障害者相談支援センター

織田106‒51‒1
（織田保健福祉

センター内）

☎36‒0698
FAX 36‒0664

福祉サービスの利用や制度、
虐待・差別相談

ふくしの相談窓口　といといとい
（フ・クレール店舗内）

朝日1丁目504

毎月第2木曜日　
午後1時30分

~4時まで
☎34‒2501

障がい、難病、高齢、児童などに
関係なく、いろいろな相談

問合せ先　障がい生活課　☎34‒8723

LET'S
レ ッ ツ

つるかめ
「つるかめ教室」とは「つるかめ教室」とは
　各集落センター単位で※介護予防サポーターを
中心に実施している体操教室です。地域によって
体操の他にレクリエーションなどを行い、楽しみ
ながら体を動かしている教室です。

※介護予防サポーターとは、体操教室のボランティアです。

　「つるかめ体操」をやってみたい、自分の地区や
団体でも、 「つるかめ教室」をやってみたいと思わ
れる場合、左記までお問い合わせください。一緒
につるかめ教室で健康な身体を作りましょう！　

問合せ先
地域包括支援センター丹生
☎34–8000

地域包括支援センター
☎34–8729

をご存じですか
成年後見制度は

ひとりで決めることに不安のある方々を法的に保護し支援するため、
本人の権利を守る援助者（成年後見人）を選ぶ国の制度です。

成年後見制度の申請は住所地の家庭裁判所で行いますが、制度や手続きの説明・相談は
役場でも行っています。気軽にご相談ください。

対象となる方
認知症や知的障がい、
精神障がいなどにより
物事を判断することが
困難な人

※認知症などで判断能力が不十分な状態になったときに備え、あらかじめ判断能力がある間に、自分で
選んだ代理人と契約を結んでおく任意後見制度もあります。

問合せ先   地域包括支援センター　☎３４−８７２９　　　障がい生活課　☎３４−８７２３

 自分でお金の管理が出来ない
 子供がいないので老後が不安
 悪徳商法の被害が心配

こんな心配、
ありませんか？

成 年 後 見 制 度

青野区のつるかめ教室をご紹介します！青野区のつるかめ教室をご紹介します！
　今年9月、青野区でつるかめ教室が新規にスタート
しました。この教室で初めてつるかめ体操を体験した
人は、「こんないい体操があるんやったら、もっと早く
やればよかったね～。」と喜んでおられました。
　今は、まだ介護予防サポーターさんも慣れていないの
で、在宅介護支援センター職員による指導サポートを受
けながら、体操やレクリエーションを楽しみました。

〈 介護予防サポーターさんから一言 〉
近所の仲間といつまでも元気に過ごしたいです。みんな
で寄り合って、話して、笑いあって、気分転換の場とし
て活動したいと思います。
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年取ると些細なことで涙する	 山内　千代
紅葉のシャワーを浴びに山に入る	 山谷　ゆり川 柳出し切った涙で再起誓う母	 司辻　文子

月に映える木々の紅葉自然の美	 向当みつ子
川 柳

こちら健康増進係 み な さ ん の 健 康 づ く り を 応 援 し ま す ！
H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

問合せ先　健康保険課　☎34‒8710

こころとからだのカレンダー

♠休日当番医（午前9時～午後5時）
12月 3 日㈰ 両林医院 ☎37–0005

12月10日㈰ 織田病院 ☎36–1000

12月17日㈰ 橘医院 ☎36–0015

12月24日㈰ 伊部病院 ☎34–0220

12月29日㈮

織田病院 ☎36–100012月30日㈯

12月31日㈰

※発熱の場合は、事前に医療機関へ電話連絡のうえ、受診してください。

♠心をいやす相談会（予約制） 
12月22日㈮ 午前 9 時30分～正午 越前町役場

※電話相談になる場合があります。

♥1歳6か月健診
12月13日㈬ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥5歳児健診
12月 6 日㈬ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥育児教室（予約制）
12月22日㈮ 午前 9 時30分～正午 織田コミュニティセンター

問合せ先 ♠健康保険課 ☎34‒8710
 ♥子育て世代包括支援センター ☎34‒8821
 ♦越前町社会福祉協議会 ☎34‒2388

♦わいわい広場（子育てサロンのお部屋開放）
毎週水、金曜日 子育てサロンの後　午後 2 時まで

社会福祉センター
第1～4土曜・祝日 午前 9 時30分～午後 2 時まで

※12月29日～ 1月3日はお休みです。

受  付  時  間 健康診査※1 肺がん 胃がん 乳がん 子宮頸がん 歯科検診

12月 3 日㈰ 織田コミュニティセンター 午前 9 時～ 11時 ● ● ● ●受付10時まで ●

※1  肝炎検査・ピロリ菌検査・前立腺がん検診もあわせて実施。
※2  大腸がん検診はすべての会場で検査容器の配布・回収をしています。

♠集団健康診査（予約制）

♦子育てサロン
毎週水、金曜日 午前9時30分～ 11時30分 社会福祉センター

※12月29日～ 1月3日はお休みです。

集団健診
予約QRコード

第94回

特定健診の受診期限が迫っています！　　受診期限：令和6年1月31日まで

　心筋梗塞や脳梗塞などの生活習慣病は、発症予防や罹患後の重症化予防をできることがわかっています。
そのためには、年に1回特定健診を受診し、生活習慣を見直していただくことが大切です。生活習慣病予
防は、医療費の増加を抑え、さらには国民健康保険税の上昇を抑えることも期待されます。

★定期的に医療機関に通院していて、血液検査や尿検査をしている人や、パート等の勤務先
で特定健診を受けている人へ

　特定健診に準じる検査項目を通院先や勤務先で受けている人は、診療検査結果や健診結果を健康保険課
にご提供ください。特定健診を受診したものとして、結果を登録・管理させていただきます。また、希望
者や特定保健指導の対象となった人に、保健師・管理栄養士が生活習慣改善の保健指導を無料で行ってい
ますので、ぜひご利用ください。

★越前町の特定健診の状況

★特定健診を受診する場合
集団健診日程追加しました。ぜひ、お受けください。

1月26日（金）　午後1 時 ～ 3時
会場：越前町生涯学習センター（内郡）
健康保険課へ電話、または右の QR コードからご予約ください。
個別健診の場合は医療機関へ直接お電話ください。

　越前町の特定健診受診率は、全国平均より低く、福井県平均よりは若干高い状況です。令和4年度は
36.4％という結果でした。
　特定健診結果をみてみると、越前町はメタボ該当者が多いことがわかります。内臓脂肪が多いと、脂肪細
胞から出る物質が中性脂肪をたくさん作り、血圧を上げ、血栓をつくるなど、血管を傷つけやすくします。
血管の壁は傷ついても自覚症状はありませんが、進行すると血管の内腔がだんだん狭くなっていきます。
特定健診でからだの状態を確認しておくことが大切です。
※メタボ該当者とは、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）が強く疑われる人のことで、腹囲が基準値を超えていることに
加え、血中脂質、血圧、血糖のうち2つ以上の項目に該当する人です。

正常 肥厚 狭窄 閉塞

血管の状態の
変化

集団健診予約ホーム
ページはこちら

令和元年度

越前町 福井県 全国

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度
25.0％

30.0％

35.0％

40.0％

特定健診受診率の推移

37.1％

31.3％

34.1％

36.4％

15.0％

20.0％

25.0％

30.0％

メタボ該当者の割合の推移

22.9％
24.3％

23.7％

25.8％

令和元年度

越前町 福井県 全国

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

問合せ先　子育て世代包括支援センター　☎34–8821

　冬はかぜやインフルエンザ、胃腸炎などの感染症が多くなる季節です。「子どもにうつらないか心配…。」
「除菌はどのくらいすればいい？」知っておきたい感染症の予防法をお知らせします。

冬に増える子どもの冬に増える子どもの
感染症予防のお知らせ感染症予防のお知らせ

子育て世代子育て世代
包括支援センターだより包括支援センターだより

秋から冬にかけて、特に子育て家族が気をつけたい感染症
　秋から冬にかけて、特に子育て家族が気をつけたい感染症は、インフルエンザ・感染性胃腸炎（ノロウ
イルス・ロタウイルスなど）・溶連菌感染症・RS ウイルス感染症などです。このような感染症が冬に多い
のは、①気温が低く、寒くなると子どもの免疫力や体力が落ちやすくなることや②冷たい空気は乾燥す
ることから、ウイルスや病原体が広がりやすくなるためです。また、寒くないように密閉した空間に人
が集まることで、よりウイルスや病原体に接しやすくなります。
　大人であれば少し休めば治るようなものでも、小さい子どもの場合は体が十分に発達していないため、
重症化することがあります。

冬の感染症予防のポイント
⃝手洗い、うがいをしましょう。
⃝寒い時期でもしっかり換気が大切。小まめな換気を心掛けましょう。
⃝流行期はできるだけ人が多く集まる場所への外出は控えましょう。
⃝日頃からバランスの良い食事、十分な睡眠で抵抗力をつけましょう。
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広報えちぜんは
「マチイロ」で配信中 真ん中で光り輝く母太陽	 原　　榮子川 柳

　
11
月
12
日
、
18
日
・
19
日
に
道
の
駅
「
越
前
」

で
開
催
さ
れ
た「
越
前
が
に
朝
市
」の
様
子
で
す
。

毎
年
行
わ
れ
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
知
名
度
も

高
く
、
県
内
外
か
ら
の
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ

い
ま
す
。
会
場
で
は
、
セ
イ
コ
ガ
ニ
汁
や
海
鮮

焼
き
、
セ
イ
コ
ガ
ニ
の
甲
羅
蒸
し
な
ど
も
販
売

さ
れ
、
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
人
気
で
し
た
。

　
12
月
16
日
・
17
日
（
土
・
日
）
に
は
同
会
場
で

「
越
前
朝
市
」
が
開
か
れ
る
そ
う
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。（
P17
を
参
照
く
だ
さ
い
）

表
紙
の
写
真

（
敬
称
略
、
11
月
15
日
現
在
）

（
11
月
15
日
現
在
）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

西
田
中 

田
中　

茂
子
さ
ん
（
91
歳
）

西
田
中 

笠
原
ミ
ヨ
子
さ
ん
（
85
歳
）

朝　

日 

御
嶽　

義
視
さ
ん
（
82
歳
）

朝　

日 

清
水
み
よ
子
さ
ん
（
93
歳
）

気
比
庄 

加
藤
香
代
子
さ
ん
（
93
歳
）

気
比
庄 

吉
田　

正
則
さ
ん
（
75
歳
）

気
比
庄 

和
田
キ
ヨ
ノ
さ
ん
（
90
歳
）

田　

中 

進
士
は
ぎ
の
さ
ん
（
101
歳
）

江　

波 

山
本
ち
さ
と
さ
ん
（
102
歳
）

江　

波 

武
藤　

善
雄
さ
ん
（
87
歳
）

樫　

津 

川
向　

利
枝
さ
ん
（
87
歳
）

樫　

津 

北
村
と
よ
子
さ
ん
（
94
歳
）

樫　

津 

近
藤　

愛
子
さ
ん
（
98
歳
）

八
田
新
保 

中
西　

久
子
さ
ん
（
83
歳
）

玉　

川 

橋
本　

良
子
さ
ん
（
92
歳
）

梅　

浦 

佐
々
木
正
之
さ
ん
（
75
歳
）

梅　

浦 

堂
埜
眞
知
子
さ
ん
（
92
歳
）

梅　

浦 

梅
谷　

春
美
さ
ん
（
96
歳
）

　

宿 

福
田
ヨ
シ
ヱ
さ
ん
（
90
歳
）

　

宿 

清
水　

逸
之
さ
ん
（
89
歳
）

新　

保 

薄
田　

光
計
さ
ん
（
76
歳
）

小　

樟 

田
中　

和
幸
さ
ん
（
91
歳
）

大　

樟 

親
崎
ツ
ネ
コ
さ
ん
（
96
歳
）

高　

橋 

駒
野　

正
樹
さ
ん
（
71
歳
）

上　

野 

北
野
シ
ゲ
コ
さ
ん
（
96
歳
）

上　

野 

佐
々
木
千
里
さ
ん
（
80
歳
）

市　

場 

米
田　

正
男
さ
ん
（
73
歳
）

平　

等 

青
山　

國
枝
さ
ん
（
88
歳
）

　

中 

上
坂　

惠
造
さ
ん
（
91
歳
）

　

中 

水
嶋　

博
實
さ
ん
（
89
歳
）

桜　

谷 

伊
藤　

八
郎
さ
ん
（
93
歳
）

赤
井
谷 

森
川　

清
彦
さ
ん
（
96
歳
）

織　

田 

小
椋　

洋
子
さ
ん
（
73
歳
）

　
時
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
今
年
も
残
り

1
か
月
で
す
ね
。
こ
の
時
期
は
「
歳
を
と
る
ほ

ど
1
年
が
早
く
感
じ
る
」
と
よ
く
話
題
に
上
が

り
ま
す
が
、
実
は
こ
の
感
覚
に
は
名
前
が
あ
る

そ
う
で
す
。
そ
の
名
も
「
ジ
ャ
ネ
ー
の
法
則
」。

こ
の
法
則
は
、
人
生
の
あ
る
時
期
に
お
け
る
時

間
の
心
理
的
長
さ
は
年
齢
に
反
比
例
す
る
と
い

う
も
の
で
、
生
き
て
き
た
年
数
に
よ
っ
て
一
年

の
相
対
的
な
長
さ
が
ど
ん
ど
ん
小
さ
く
な
る
た

め
、
時
間
が
早
く
感
じ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
33
歳
の
私
で
い
う
と
1
年
は
人
生
の
33
分
の

1
な
の
で
、
３
６
５
日
÷
33
＝
11
日
。
な
ん

と
一
年
の
体
感
時
間
は
11
日
。
さ
す
が
に
そ
ん

な
わ
け
な
い
…
と
も
言
い
切
れ
な
い
。
な
る
ほ

ど
、
面
白
い
。
一
日
一
日
を
大
切
に
過
ご
さ
な

き
ゃ
い
け
な
い
で
す
ね
。

編
集
後
記

こしの都TV９チャン（デジタル091ch）

12月の越前町関連の番組放送予定

こしの都ネットワークガイド

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。

問合せ先　こしの都ネットワーク㈱
　　　　　企画制作チーム　☎51–0101

※町公式動画チャンネルで「いきいき情報局」
を配信中！テレビ放送が終了したバック
ナンバーは、こちらからご覧いただけます。

知ってる人が
出演してるかも? こしの都ネットワーク

キャラクター
けーぶるん

■	丹南キッズ	～ことばのタイムカプセル～
元気キッズが将来の夢を発表！二十歳になる頃に放
送します。

「宮崎中央保育所」(12月2日～ )
「小曽原保育所」(12月16日～ )

■	Jr.+（ジュニアプラス）
子どもたちの活動を幅広く紹介！学校行事やスポー
ツに励むいきいきとした姿をお届けします。

「ヒップホップダンス BEE」
(12月16日～ )

■	越前町いきいき情報局
生活のオトク情報を放送中！
①7：55～ ②12：55～ ③19：55～ ④23：55～

「景観フォトコンテストin越前町作品募集中！」
(12月2日～)

「家庭ごみを減量化しませんか？」(12月16日～)

■	丹南のお店情報番組　みせばん
「きゃろっとハウス(たい焼き、たこ焼き、クレープ)」
　(12月9日)～

気
比
庄 

鈴す
す
き木

　
音お

　と心
（
大
輔
、
女
）

天
　
王 

藤ふ
じ
き木

　
星せ

い
な奈

（
俊
宏
、
女
）

下
糸
生 

花は
な
や
ま山

　
陽よ

う
す
け祐

（
裕
德
、
男
）

樫
　
津 

斎さ
い
と
う藤

　
維い

　と十
（
諒
太
、
男
）

　
中 

永な
が
み見

　
颯ふ

う
と翔

（
陵
、
男
）

赤
井
谷 

宇う

　の野
　
紗さ

　な那
（
公
貴
、
女
）

人口と世帯
（11月1日現在）
※住民基本台帳より

人　口 20,142 人

　男 9,842 人
　女 10,300 人
世帯数 7,317 戸

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

（前月から1人の減）

なかよしひろば（園開放）
施設名 実施日 電話番号

朝 日 西 保 育 所 ★ 12月14日（木） 34-5602

朝 日 南 保 育 所 ★ 12月13日（水） 34-1614

あ さ ひ 保 育 所 12月21日（木） 34-0081
認 定 こ ど も 園
あ さ が お 保 育 園 12月14日（木） 34-1110

宮崎中央保育所 ★ 12月15日（金） 32-2067

小 曽 原 保 育 所 ★ 12月12日（火） 32-2039

陶 の 谷 保 育 所 ★ 平日午前中随時開放 32-3014
認 定 こ ど も 園 ★西 徳 寺 保 育 園 　 12月14日（木）・21日（木） 37-1354

四ヶ浦こども園 ★ 平日午前中随時開放 37-0305

織 田 保 育 所 ★ 平日午前中随時開放 36-0160

は ぎ の こ ど も 園 平日午前中随時開放 36-0396
認 定 こ ど も 園
た い ら 保 育 園 ★ 平日午前中随時開放 36-0251

※★の施設を利用される場合は、お電話にて事前にご連絡ください。

Ｅ
子 

　
福
井
市
の
下
岬
と
南
越
前
町
の
糠
も
、越
前
町

の
上
岬
と
同
じ
く
水
仙
の
産
地
で
す
！
海
岸
沿

い
の
斜
面
や
、昔
は
お
米
を
作
っ
て
い
た
棚
田
を

水
仙
畑
に
し
て
い
る
の
で
す
よ
ね
。

学
Ｋ 

　
Ｅ
子
さ
ん
、な
に
げ
に
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
ね
。

Ｅ
子 

　
実
は
今
、看
板
の
説
明
を
こ
っ
そ
り
見
ま
し
た
…
。

学
Ｋ 

　
そ
う
で
し
た
か
。
こ
の
看
板
、
色
々
な
こ
と
が

書
い
て
あ
る
で
し
ょ
う
。

Ｅ
子 

　
そ
う
で
す
ね
。
地
図
の
他
に
、
水
仙
の
栽
培
カ

レ
ン
ダ
ー
や
近
く
の
水
仙
畑
や
集
落
の
特
徴
な

ど
の
見
ど
こ
ろ
が
書
い
て
あ
っ
て
、観
光
案
内
も

完
璧
で
す
！

学
Ｋ 

　
そ
れ
観
光
案
内
だ
け
で
は
な
い
の
で
す
よ
。

Ｅ
子 

　
え
？

学
Ｋ 

　
こ
の
地
図
に
か
か
れ
て
い
る
も
の
の
う
ち
、水

仙
畑
と
他
に
黒
丸
が
つ
い
て
い
る
も
の
が
あ
り

ま
す
ね
。こ
れ
ら
は
こ
の
文
化
的
景
観
で
見
ら
れ

る
も
の
の
中
で
も
、特
に
景
観
の
特
徴
と
価
値
を

あ
ら
わ
し
て
い
る
た
め
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
、

と
特
定
さ
れ
た「
重
要
な
構
成
要
素
」な
の
で
す
。

Ｅ
子 

　

え
？
川
や
岩
な
ど
は
な
ん
と
な
く
そ
う
か
な

あ
と
思
い
ま
す
け
ど
、
集
落
と
か
、
お
寺
や
神

社
っ
て
水
仙
畑
の
景
観
に
何
か
関
係
あ
る
の
で

す
か
？

学
Ｋ 

　
Ｅ
子
さ
ん
、お
忘
れ
で
す
ね
？「
文
化
的
景
観
」

は
人
々
の
く
ら
し
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
景
観
で

す
よ
。

 

　
「
上
岬
の
文
化
的
景
観
」は
、こ
の
地
図
に
載
っ

て
い
る
集
落
の
人
達
が
、冬
の
副
業
と
し
て
水
仙

を
栽
培
出
荷
し
な
が
ら
生
活
し
て
き
た
こ
と
に

よ
っ
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

Ｅ
子 

　
な
る
ほ
ど
、そ
こ
で
く
ら
し
て
い
る
人
達
の
生

活
に
関
係
し
て
い
る
も
の
も「
重
要
な
構
成
要

素
」に
な
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。

学
Ｋ 

　
も
ち
ろ
ん
、他
の
文
化
財
と
同
じ
く
所
有
者
の

方
の
同
意
を
頂
い
て
い
ま
す
。

 
　
「
重
要
な
構
成
要
素
」
に
な
っ
て
い
る
神
社
や

お
寺
は
、ど
こ
も
そ
の
地
区
の
年
中
行
事
の
場
に

な
っ
て
い
て
、地
域
の
人
達
に
よ
っ
て
大
切
に
管

理
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

　
改
め
て
こ
の
看
板
を
見
る
と
、
血
ヶ
平
集
落
は

お
寺
や
神
社
が
い
く
つ
も
あ
っ
て
、
歴
史
が
深
い

場
所
な
の
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
私
、
町
内
の

泰
澄
大
師
に
関
す
る
場
所
が
い
く
つ
か
行
き
ま
し

た
け
ど「
貧
谷
の
滝
」は
行
っ
た
こ
と
な
い
で
す
。

学
Ｋ 

　
こ
の
看
板
を
作
る
時
、ど
の
よ
う
な
も
の
を
載

せ
る
の
か
、地
区
の
人
々
に
協
力
し
て
い
た
だ
い

た
の
で
す
が「
貧
谷
の
滝
」
は
集
落
の
人
達
の
一

押
し
ス
ポ
ッ
ト
で
す
よ
！
四
季
を
通
し
て
素
敵

な
写
真
も
と
れ
る
そ
う
で
す
。

Ｅ
子 

　
そ
う
な
の
で
す
か
！
さ
っ
そ
く
行
か
な
き
ゃ
！

学
Ｋ 

　

遊
歩
道
入
り
口
に
駐
車
場
も
あ
っ
て
行
き
や

す
い
場
所
で
す
が
、
山
の
中
を
歩
き
ま
す
し
、
滝

の
近
く
は
滑
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。季
節
に

合
わ
せ
た
山
歩
き
の
で
き
る
服
装
で
行
っ
て
く

だ
さ
い
ね
！

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
119

―
『
上
岬
の
文
化
的
景
観
』
編  

③  

―

学芸員 K

E 子

▲看板地図（血ヶ平集落周辺部分）
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ＱＲコードは㈱デンソーウェーブの登録
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町ホームページ
http：//www.town.echizen.fukui.jp
過去の広報えちぜんも
町ホームページでご覧いただけます。

町ホームページ
QRコード

（スマートフォン用）

町公式動画チャンネル
QRコード

（スマートフォン用）

町LINE
QRコード

（スマートフォン用）

心を一つに！

● 幼保連携型認定こども園 西徳寺保育園 ●No.15

広報えちぜんは環境
に優しい植物油イン
キを使用しています。

本文には見やすく読み
まちがえにくいユニ
バーサルデザインフォ
ントを採用しています。

輝け！

わんぱく鼓隊

スポーツ保育
（体育教室）

水遊び朝のお集まり

園庭

英語であそぼう♪
（ALT講師）

花まつり（稚児行列）

もみわかめ作り

地蔵盆まつり

朝のおつとめ

よく笑い、いっぱい遊んで、心と体を育むよく笑い、いっぱい遊んで、心と体を育む

地域おこし協力隊 吉田隊員の

地域    オリーブ!
最近の広報や新聞などで、少しずつみなさんにオリーブを広めることが
できていると実感しています。これからもよろしくお願いします！

オリーブ畑では秋植えを
実施しましたが、植え替え
に適した気温・天気が短
く苦労しました。

　肉の末廣さん、越前塩さんとコラボしたオリー
ブハン

バーグとオリーブ塩のテスト販売

を11月10日に実施しました。

　悪天候の中、足を運んでいた

だいたお客様に好評をいただ

き、2時間足らずで予定数量を

売り切ることができました。

　お客様から今後に活かせるいろい

ろなアドバイスをいただきました。

織田豆腐(ウスヤ食品)さんとのコラボ「豆腐×オリーブパウダー」
を予定しています。

来月は

12月中旬の実施を目標に準備中です。テスト販売の方法など詳細が
決まりましたらSNSで発信していきます。

act.2

子育て支援ルーム
『るんびに』

肉の末廣さん、越前塩さんとコラボした

「オリーブハンバーグとオリーブ塩」

24


